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１．研究計画の概要 
 東南アジア各国の地下資源は大きなポテ
ンシャルを有していると考えられているが、
どのような資源をどの程度保有しているか、
科学的根拠を持つ情報が欠如している。その
ためどの地域をどのような手法で探査し、ど
のように開発すればよいかという効率的な
指針を各国で立てることが困難となってい
る。無計画な資源開発は甚大な環境汚染、自
然破壊をもたらす。また、これらの国への我
が国の資源開発援助は効果的に実施されて
いるとは言い難い。本研究の目的は東南アジ
アの鉱物資源、エネルギー資源のポテンシャ
ルを正確に評価することである。そのために
地球資源情報を現地にて収集し、それらに基
づく精度の高い統合解析システムを構築す
ることを目指している。 
 
２．研究の進捗状況 
 インドネシアのジャワ島をモデル地区と
し、特に金資源データ集積、金鉱床地域の小
規模マイニングによる水銀汚染調査など
種々の地球資源データ、環境地質データの集
積と地球資源データモデル・データベースの
構築を進めている。3 年間の研究期間中に他
の研究予算も含め渡邊が 7 回、今井が 5 回、
本村が 1回、セティジャジが 3回、高橋が 3
回、ジャワ島あるいは東南アジアの他地域に
おける下記のようなフィールド調査を行っ
た。また、研究室の学生を延べ 15 名現地に
派遣した。また、各研究サブテーマについて
化学分析などの室内実験を実施している。 
 
３．現在までの達成度 

 当初の計画通りに進展している。 
（理由） 
(1) インドネシア・東ジャワ金・銅鉱徴地の
資源調査：ジャワ島東部の熱水鉱床について
現地フィールド調査や試料採取を行い、各種
の室内実験に基づき、4 地域において鉱床成
因モデルが完成しつつある。さらに多くの
GISデータの集約、データベース構築を行っ
た。 
(2) インドネシア・バリ島の地熱地域の地化
学徴候調査について、変質帯の広がり、火山
活動時期などを含む地熱系の評価の最終段
階に入っている。 
(3) タイ北部のレアアース資源調査：タイ北
西部の重希土鉱床について現地調査や試料
採取行い、新たにレアアース資源のポテンシ
ャル評価が順調に進行中である。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 インドネシア・東ジャワ及び東南アジアの
周辺国の金・銅鉱徴地の現地調査をさらに 7
地域において実施し、室内実験・解析、及び、
GISデータの集積を継続する。特にインドネ
シア・バリ島においては、火山岩分布の詳細
な地質図の作成により火山活動史を明らか
にし、地熱系の評価の最終判断材料となる地
化学データについて解析を行う方針である。
また、タイ南部のレアアース資源調査に関連
して、元素抽出の条件決定のため室内化学実
験を並行して行う。 
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